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公立大学法人福岡県立大学 
 

Ⅰ 全体評価 

 

１ 総評 

 平成１８年度に法人化した公立大学法人福岡県立大学は、設立団体である福岡県が定め

た中期目標（中期目標期間：平成１８年４月１日から平成２４年３月３１日まで）におい

て、人間社会学部と看護学部の連携のもと、関連する分野に関する幅広い視野を持ち、保

健・医療・福祉の現場で中核となって活躍できる資質をもった優秀な職業人を育成するこ

とを最も重要な使命としている。 

 

 平成２３年度で中期目標期間が終了したことに伴い、法人から提出された業務実績報告

書を基に法人ヒアリングを実施し、また、認証評価機関による評価結果も踏まえ、中期目

標期間の業務実績について評価を行った。 
 

 評価の結果、中期目標項目７項目中２項目（社会貢献、財務）について、中期目標の達

成状況が「非常に優れている」と評定、５項目（教育、研究、業務運営、評価、情報公開）

について「良好である」と評定した。 

 理事長のリーダーシップの下、法人化のメリットを活かした取組を積極的に進め、教育

研究等の充実及び主体的・自律的な大学運営に努めており、中期目標の達成状況は、全体

としては良好であると認められる。 
 

平成２４年度から第２期の中期目標期間に入り新たなスタートを切ったところであるが、

少子高齢化やグローバル化の進展など、大学を取り巻く社会環境が変化する中、福岡県立

大学は大学の個性・特色を一層明確にし、将来にわたって県民の期待に応える魅力ある大

学づくりを更に推進されることを期待する。 
 

２ 業務の実施状況 

 教育、研究、社会貢献に関する業務については、中期目標の達成状況が良好であると認

められる。 

 

 教育について、福岡県立大学の教育の特色となる人間社会学部と看護学部の連携による

他の専門領域を学べる教育プログラムについて、内容の充実を図り、受講者が大幅に増加

するなど、着実な進捗が認められるところであり、今後の一層の発展に期待する。 

 社会貢献については、地域住民の健康・福祉の向上のための各種健康教室や資格・免許

保持者へのリカレント教育、不登校・ひきこもりサポートセンターにおけるキャンパス・

スクールや相談事業等、社会貢献・ボランティア支援センターにおける大学、学生及び地
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域が連携した社会貢献活動の支援等に積極的に取り組んでおり、高く評価する。 
 福岡県立大学は設立当初から地域振興の役割も担っており、地域に開かれた大学として

着実な成果をあげている。今後も地域との連携のもと、社会貢献活動に積極的に取り組ま

れることを期待する。 
 
３ 財務状況 

 財務については、中期目標の達成状況が非常に優れていると認められる。 

 

 教育研究等に関する競争的外部資金の獲得に積極的に取り組むなど自己収入の増加に努

めるとともに、業務の見直し等による経費の抑制に取り組んでおり、一定の成果が認めら

れる。特に平成２１年度以降は大型の教育等に関する外部資金の獲得により目標を大幅に

上回る実績をあげており、高く評価する。 

 今後とも継続的な経営改善に努めるとともに、適切な予算管理と戦略的・効果的な予算

配分を推進されたい。 
 
４ 法人のマネジメント 

 業務運営、評価、情報公開といった法人のマネジメントについては、中期目標の達成状

況が良好であると認められる。 

 

 理事長のリーダーシップの下、運営体制の整備、事務処理の効率化、任期制実施、教員

個人業績評価の実施等、法人化のメリットを活かした取組を着実に進めている。今後とも、

事務局機能の強化等運営体制の改善を図るとともに、適切な評価の実施、情報公開の推進

に努められたい。 
 

Ⅱ 項目別評価（中期目標項目別評価） 

 
１ 教育 
 

評価 ４：中期目標の達成状況が良好である。 

 
中期目標期間の業務実績については、中期計画を着実に実施し目標を達成していること

から、４と評価する。 

 評価する点又は課題とする点は、以下に示すとおり。 

 

（１）教養教育の充実 

・教養演習テキストについて、学生による編集委員会を設置し、学生の意見を取り入れた
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「レポートの書き方入門」を出版するなど、教養演習の工夫・改善に努めている。 

 

（２）専門教育の充実 

・両学部の連携による他の専門領域を学べる教育プログラムを導入し、受講者が増加して

いることを評価する。 

・文部科学省の平成２０年度「質の高い大学教育推進プログラム（教育ＧＰ）」に「不登校・

ひきこもりへの援助力養成教育」が、平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学

連携支援プログラム」に「看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州沖縄構

想」が、平成２２年度「大学生の就業力育成支援事業」に「就業力向上を目指す社会貢

献支援プログラム」が選定されており、教育内容の充実に積極的に取り組んでいる。 

 
（３）教員の教育能力の向上 

・学部のＦＤ活動（※）に加え、大学院のＦＤ活動にも取り組むなど、ＦＤ活動強化への

積極的な取組が認められる。今後もより効果的なＦＤを実施し、教員の教育能力の向上

に一層努められたい。 
 
 
 
 
（４）学生の確保 

・オープンキャンパス、入試説明会、高校訪問、出前講義等の入試広報活動について目標

を上回って実施しており、また、入試会場として鹿児島会場を設けるなど、質の高い学

生の確保に積極的に取り組んでいる。 

 

（５）成績評価  
・看護師をはじめとする各種国家試験合格率の向上に努めており、高い合格率を維持して

いることを評価する。 

 
（６）学生への支援                                             
・キャリアサポートセンターのスタッフ配置日数の増加及び利用促進、インターンシップ、

各種就職ガイダンス及びキャリア支援講座の拡充等、キャリア支援の強化に努めている。 
 
２ 研究 
 

評価 ４：中期目標の達成状況が良好である。 

 

※ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント） 
教員が授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な取組の総称 
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中期目標期間の業務実績については、中期計画を着実に実施し目標を達成していること

から、４と評価する。 
評価する点又は課題とする点は、以下に示すとおり。 

 

・附属研究所において、生涯福祉研究センター（人間社会学部）、ヘルスプロモーション実

践研究センター（看護学部）の独自の研究プロジェクトや両学部連携による共同研究プ

ロジェクトに積極的に取り組み、目標を上回る実績をあげている。 
・電子メールによる外部研究資金の公募情報の提供、科学研究費補助金申請の学内説明会

など、研究支援を実施している。外部研究資金の獲得件数・獲得金額が目標を上回って

おり、取組の成果として評価する。 
 

３ 社会貢献 
 

評価 ５：中期目標の達成状況が非常に優れている。 

 
中期目標期間の業務実績については、中期計画を着実に実施するとともに、目標を大幅

に上回る取組や中期計画に掲げる事項以外にも社会貢献に関する積極的な取組が多く認め

られたことから、特筆すべき実施状況にあると判断し、５と評価する。 

 評価する点又は課題とする点は、以下に示すとおり。 

 

・大学の知的資源を活用し、地域住民の健康・福祉の向上のための各種健康教育事業や相

談事業、資格・免許保持者等に対する講習会、シンポジウム等に積極的に取り組んでい

ることを高く評価する。 

・平成１９年度に開設した不登校・ひきこもりサポートセンターにおいて、学生による県

大子どもサポーターの派遣事業、キャンパス・スクール事業、教員対象研修事業及び相

談事業等、活発な活動が行われていることを高く評価する。 

・平成２０年度に糖尿病看護認定看護師教育課程の認可と併せて看護実践教育センターを

設立し、認定看護師の養成を中心とした看護実践教育を実施している。 

・内閣官房・内閣府の平成２０年度「地方の元気再生事業」に、「世界遺産をめざ

す旧産炭地・田川再生事業」が選定されており、田川地域の活性化に積極的に取

り組んでいる。本事業を契機とし、田川市と共同申請した山本作兵衛コレクション

が日本初となる世界記憶遺産に登録されたことを評価する。 

・平成２０年度に第２８回日本看護科学学会学術集会を開催し、全国から約２，７００名

の参加を得ている。 

・平成２１年度に開設した社会貢献・ボランティア支援センターにおいて、大学、学生及

び地域が連携した社会貢献活動の支援を行っており、地域貢献に積極的に取り組んでい
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ることを高く評価する。 

・アジアの大学との学術交流に取り組み、新たに４つの大学と交流協定書、覚書を締結し

ており、交換留学生数が増加している。また、ウェブサイトについても、英語版に加え

て中国語版及びコリア語版を開設しており、国際交流の推進に努めていることを評価す

る。 
 
４ 業務運営 
 

評価 ４：中期目標の達成状況が良好である。 

 
中期目標期間の業務実績については、中期計画を着実に実施し目標を達成していること

から、４と評価する。 

 評価する点又は課題とする点は、以下に示すとおり。 

  

・法人化後、継続して全教職員を対象とした大学改革セミナーを開催するなど、教職員の

意識改革に積極的に取り組んでいる。 

・教育研究組織の見直し、国際交流業務スタッフの配置等事務局体制の強化、任期制実施、

教員個人業績評価の実施・改善等、運営体制の改善と人事の適正化に努めている。なお、

教員個人業績評価については、制度の目的に沿った、より適切なものとなるよう改善を

図られたい。 

・ヒヤリハット報告に基づく実習事故防止の対策、感染症予防対策、学生の健康管理の強

化等、安全管理体制の充実に努めている。 
 
５ 財務 
 

評価 ５：中期目標の達成状況が非常に優れている。 

 
中期目標期間の業務実績については、中期計画を着実に実施するとともに、自己収入の

増加の取組において目標を大幅に上回る実績をあげており、特筆すべき実施状況であると

判断し、５と評価する。 

 評価する点又は課題とする点は、以下に示すとおり。 

 

・外部研究資金に加え、教育等に関する外部資金の獲得により、目標を大幅に上回る収入

実績をあげていることを高く評価する。特に平成２１年度以降は、大型の教育等に関す

る外部資金の獲得により、それまでの実績を大幅に上回る収入を得ている。  

・時間外勤務縮減の取組や、退職教員（教授）の後任を講師等で補充するなど、人件費抑
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制に努めた結果、目標を上回る実績をあげている。 
 

６ 評価 
 

評価 ４：中期目標の達成状況が良好である。 

 
中期目標期間の業務実績については、中期計画を着実に実施し目標を達成していること

から、４と評価する。 

 評価する点又は課題とする点は、以下に示すとおり。 

 

・自己点検・評価の実施・公表及び外部評価機関の評価結果の大学運営への反映等、厳正

な評価の実施と評価結果の活用に努めている。 
 
７ 情報公開 
 

評価 ４：中期目標の達成状況が良好である。 

 
中期目標期間の業務実績については、中期計画を着実に実施し目標を達成していること

から、４と評価する。 
 評価する点又は課題とする点は、以下に示すとおり。 

 

・個人情報保護規程の制定、情報発信体制の整備、ホームページの内容の充実等、情報公

開の推進に努めている。 

 


